
（資料１－１） 

 
内容に関する問い合わせ 
科学技術政策研究所 第 2調査研究グループ 担当：今井、中村 
Tel 03-3581-2392   Fax 03-5220-1252 
ホームページ http://www.nistep.go.jp 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

調査資料－１０７  
学校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒へ及ぼす影響について 

―学校と科学館等との連携強化の重要性―   (概要） 

 
平成 17年３月 9日 

文部科学省 
科学技術政策研究所 

 
科学技術政策研究所第２調査研究グループでは、昨年 11月に科学館等での理科学習が児童生徒へ
及ぼす影響についてアンケート調査を実施し報告書にまとめたところ。 
その概要については以下の通り。 

 
 
 
１．調査の目的 

我が国は、科学技術の振興により豊かな国民生活を実現する「科学技術創造立国」を目指してい

るが、近年、いわゆる国民の科学技術離れ、あるいは子供たちの理科離れが指摘されている。 
当研究所は科学技術に関する政策の基礎的な事項の調査研究等を行い、国民各層や行政部局に対

して研究成果を提供している。このうち第２調査研究グループでは、科学技術離れに対応するため、

科学技術と社会をつなぐサイエンスコミュニケーション、あるいは科学館等科学技術の理解を深め

る活動に焦点をあてた調査分析を進めており、これらの活動の有効性について定量的に検証すると

ともに、具体的な課題の抽出や政策への提言を行っている。 
そこで、本報告書では科学技術の理解を深める活動のひとつとして考えられる地域の科学館等(注
１)の活用について、科学館等の所在地の市内全部の小中学校に対し理科学習を実施している 4つの
市の児童生徒を調査対象として、学校教育と連携した科学館等での理科学習(注２)を受けることが児
童生徒の理科に関する意識へ与える影響について、国立教育政策研究所の協力を得ながら調査分析

を行った。 
 
なお、｢学校教育と科学館等との連携｣については、科学技術・学術審議会人材委員会の第３次提

言「科学技術と社会という視点に立った人材養成を目指して」の具体的な改革方策の中で、その活

動の推進が明記されている。 
また、「平成 15年度 科学技術の振興に関する年次報告」の中でも、地域の科学館等と学校が連携
した活動の広まりに対する期待が述べられている。 

 
(注１) ｢科学館等｣とは、科学館、科学系博物館、理科・科学センターなどを総称して使用している。 
(注２) 以下、「学校教育と連携した科学館等での理科学習」を「科学館学習」という。 
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２．アンケート方法等 

(1) アンケート対象の選定 
調査の対象を選定するに当たり、全国の科学館等へ学校との連携を行っているかアンケートを実

施し、この結果から、科学館等とその所在地の市が連携し市内全部の小中学校に対し科学館学習を

行なっているところを対象として選定した。市内全部の小中学校を調査対象にすることにより、様々

な特色を持った学校の児童生徒の理科に関する意識を調べることができ、科学館学習が児童生徒の

理科に関する意識に与える影響を分析するには適当であると考えられる。 
この結果、対象となったのは「ふくしま森の科学体験センター」のある福島県須賀川市、「真岡市

科学教育センター」のある栃木県真岡市、「京都市青少年科学センター」のある京都府京都市、そし

て「出雲科学館」の島根県出雲市の４市である。 
 
 

(2) アンケートの実施方法 
調査の対象とした学年は、平成 13年度教育課程実施状況調査と比較するため、小学校５年生から
中学校３年生までの５学年（京都市は小５から中２までの４学年）とした。 
標本の抽出方法は、児童生徒数が 4,000 人前後（小５～中３）である須賀川市、真岡市、および
出雲市は全数調査を実施したが、児童生徒数が４万人以上（小５～中２）いる京都市においては、

京都市全児童生徒数の約 10％からアンケートが回収されるよう、また、学校規模にかたよりがない
よう調査学校を抽出した。 

 
「科学館等で理科学習をしている児童生徒へのアンケート」は、《表１》のように、前半部分が、

科学館学習が理解できたか、おもしろかったか等、科学館学習についての設問から構成されており、

後半部分では、理科に関する意識についての設問としている。この後半部分では、平成 13年度に実
施された小中学校教育課程実施状況調査から 11設問を選び、質問と選択肢を同じにすることにより、
小中学校教育課程実施状況調査(以下「全国平均」という)と比較することとした。 
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≪表１≫ 児童生徒へのアンケートの質問内容 
 

１問１ 科学館学習は、どの程度わかりますか 

１問２ 科学館学習は、おもしろいですか 

１問３ 科学館学習をしたことで、あなたは前より理科をすきになりましたか 

科
学
館
学
習
に
関
す
る
質
問 

１問４ 科学館学習で、あなたが新たに関心を持ったことがあれば教えてください

（いくつでも） 

２問１ 理科の勉強はすきですか 

２問２ 理科の勉強は大切だと思いますか 

２問３ 理科を勉強すれば、自分のすきな仕事につくことに役立つと思いますか 

２問４ 理科を勉強すれば、自分のふだんの生活や社会に出て役立つと思いますか 

２問５ 将来、理科の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか 

２問６ 理科の授業
じゅぎょう

がどの程度わかりますか 

２問７ 理科の勉強で、実験や観察をすることがすきですか 

２問８ 自分の考えで、予想をして実験や観察をしていますか 

２問９ 理科の勉強に関することで、わからないことや興味・関心をもったことに

ついて自分から調べようとしていますか 

２問 10 科学は国の発展にとって非常に重要だと思いますか 

２問 11 博物館や科学館へ行くことがすきですか 

理
科
に
関
す
る
意
識
を
問
う
質
問 

２問 12 理科の勉強はおもしろいですか 
 
注：２問１～２問 11は、教育課程実施状況調査と同じ設問。 
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設立年月日

敷地面積(㎡)

延床面積(㎡）

科学館学習
の目的と主な
事業

利用状況
（H15)

組織体制

科学館学習
の指導者

科学館学習
の対象学年

児童一人当
たりの科学館
学習の回数

時間割

（12プログラム）

児童生徒の理科学習環境
の改善・充実を図り、市民
各層の知的好奇心を高める
ため、児童生徒への科学館
学習や市民への生涯学習
等を実施する。

学校利用者数11,018人、
一般入館者数47,858人、
合計58,876人。

学校利用者数10,844人、
一般入館者数6,671人、合
計17,515人。

・液体窒素で-196℃を体
験（中１～中３）：超低温で
起こる空気の液化、超伝
導現象の実験。

○中学校１年生

・プラネタリウム学習：星座
を見つけたり、惑星を探
し、その奇妙な動きの原
因を考える。

・実験学習「物質同士の
化学変化」：金属マグネシ
ウムの燃焼。

○フィールドワーク ○中学校３年生(１学期）

・実験学習「生物の成長と

《表２》　アンケートを行った４つの科学館等の概要

細胞」：植物の根の先端を
観察し、成長するときの細
胞の変化を調べる。

○中学校３年生(２学期）

○中学校２年生

・実験学習「繊維－細さの
秘密－」：化学繊維作りを
体験し繊維の秘密を探る

科学館学習
の例

○中学校２年生(２学期）

実験学習が２時間とサイエ
ンスショーが１時間。

○小学校５年生

小５～中２

年に１回

小５と中１は展示学習(30
分)とエコ学習(30分)、プラ
ネタリウム学習(1時間)。
小６と中２は実験学習(2時
間)。

○小学校５年生（３学期）

出雲科学館

平成１４年７月

15,684

4,841

○小学校６年生（１学期）

・プラネタリウム学習「月の
形の変化」：月の満ち欠け
の仕組みを理解する。

京都市青少年科学センター

昭和４４年５月

17,408

9,675

真岡市科学教育センター

平成５年６月

6,888

3,544

・実験学習「血液の働き」：
めだかの尾で血流を観察
する。

小３～中３

年に２～３回

実験学習が２時間とプラネ
タリウム学習が１時間。

○小学校５年生（２学期）

ふくしま森の科学体験センター

平成１３年１２月

12,062

3,877

小３～中３

年に１回

クラスごとに希望するプログ
ラムを選択、学習時間は半
日から１日。

・サイエンスショー「重りの
働き」：振り子の運動、衝
突の実験。

○サイエンスショー

○実験教室（30プログラム）

・空気：大気圧や風の力を
体感する実験。

・エコ学習：「京エコロジー
センター」で環境学習。

小３～中３

年に１～３回

・水生微生物観察(中１～
中３）：ビオトープの微生
物を観察する。

・実験学習「エネルギー」：
燃料電池の実験、火おこ
し、光通信。

（福島県須賀川市） （栃木県真岡市） （京都府京都市） （島根県出雲市）

昆虫の生態や科学の原理
や先端科学技術を通して、
生活や環境を見つめなお
すため、児童生徒への科学
館学習や実験･工作教室等
一般開放を実施する。

市内小中学校の理科学習
(教員研修を含む）の実施が
事業の中核で、児童生徒の
科学する心を培う。

科学者精神を体得した市民
を育てるため、児童生徒へ
の科学館学習、教員研修、
市民科学事業を実施する。

学校利用者数48,689人、
教員研修2,515人、市民科
学事業101,842人、合計
153,046人。

学校利用者数13,102人、
一般利用者数138,718人、
合計151,820人。

(財)ふくしま科学振興協会
が管理運営。理事長(須賀
川市長)、常務理事、管理
課(３人)、事業課(10人)。ま
た、非常勤の館長は養老孟
司氏。

所長、管理係(２人)、指導
係(８人)。

所長、事務局長、市民科学
事業課(18人、うち市民科
学講座と展示指導を担当す
るのが8人)、指導課(29
人)。

館長(島根大教授)、副館長
(１人)、係長(１人)、主事(２
人)、教諭(３人)、講師(６人)
の他に木工専門員、植物
専門助手、助手、科学教育
指導員、の合計22人。

授業は事業課の職員が担
当し、引率の教員も教室で
児童生徒と一緒に参加。

小学校の授業は担任の教
員が行い、センター職員が
これを補助。中学校の授業
で理科の教員がいない場
合はセンター職員が実施。

授業は指導課の職員が担
当し、引率の教員も教室で
児童生徒と一緒に参加。

小学校では科学館スタッフ
（前述の教諭３人と講師２
人）がメインに指導。中学校
で理科の教員がいる場合
は、その教員がメインで授
業を実施。
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《表２》では、今回調査対象となった４つの科学館等の規模や目的、組織体制、科学館学習の対

象学年や回数、主な科学館学習の内容等の概要を示している。 
 
また、今回のアンケート票の回収状況は《表３》の通りで、４市とも学校単位では 100％回収し
た。さらに、児童生徒数で見てみると、４市とも 90％以上の回収率であった。 

 

３．調査の結果 

学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数
児童生
徒数

学校数児童数学校数生徒数学校数
児童生
徒数

13 1,468 8 2,184 21 3,652

100.0% 98.2% 100.0% 95.6% 100.0% 96.6%

15 1,229 6 1,862 21 3,091

100.0% 95.9% 100.0% 92.2% 100.0% 93.6%

14 2,058 5 1,991 19 4,049

100.0% 91.1% 100.0% 91.1% 100.0% 91.1%

全市
(参考） 181 22,286 78 20,237 259 42,523

H15.5.1
現在

7.7% 9.2% 6.4% 9.8% 7.3% 9.5%

14 1,711 6 2,507 20 4,218

100.0% 94.5% 100.0% 88.9% 100.0% 91.1%

《表3》　　児童生徒に対するアンケートの実施状況

2,020

全数調査

標本の
選び方

全数調査

全数調査

全市の約
10％の児童
生徒になる
よう学校を抽
出し、その
学校の児童
生徒を全数
調査

H15.5.1
現在

出雲科学館（島
根県出雲市）

1,811 6 4,6322,821 20

H15.5.1
現在

アンケート
を実施した
小中学校

2,260 5 2,185 4,44519

H15. 1学
期末現在3,30221

2,285

科学館名

1,282 6

京都市青少年科
学センター（京都
府京都市）

真岡市科学教育
センター（栃木県
真岡市）

ふくしま森の科学
体験センター（福
島県須賀川市）

備考

1,495 8
H15.5.1
現在

小学校
(５～６年生）

中学校（１～３年生、
京都市は１～２年生）

13

15

14

14

計

アンケート回収状況(実数と回収率）

21 3,780

小学校 中学校

アンケートの対象となる児童生徒数

計
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か」等、理科に関する意識につい

て、調査した４つの市の児童生徒と全国平均を比較した。この結果、市や設問によりばらつきはあ

る

学年、中学校３学

年の計５学年、京都市は小学校２学年、中学校２学年の計４学年）に 11(設問数)を掛けた延べ 209
学年のうち、全国平均を上回っているのは延べ 171学年(81.8％)あった《表４》。上回った割合は数
ポイントから 30ポイントまで様々であるが、この４つの市の児童生徒の理科に関する意識が高いこ
とは明らかであろう。 

 

38

 
「理科の勉強は好きですか」、「理科の勉強は大切だと思います

(1) 科学館学習を受けた４市の児童生徒の理科に関する意識は、全国平均を上回っている。 

が、単純に設問と学年別に今回のアンケート結果の肯定的な意見が全国平均を上回ったかどうか

を調べてみると、４市それぞれの学年数（須賀川市、真岡市、出雲市は小学校２

《表４》　４市のアンケート結果と全国平均の比較（設問、学年別）

小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計

全延べ学年数 22 33 55 22 33 55 22 22 44 22 33 55 88 121 209

全国平均を上回っ
た延べ学年数

22 28 50 22 29 51 16 15 31 18 21 39 78 93 171

全国平均を下回っ
た延べ学年数

0 5 5 0 4 4 6 7 13 4 12 16 10 28

真岡市須賀川市 京都市

（単位：延べ学年数）

出雲市 計

注）　理科に関する意識について質問した11の設問を、学年毎に４市のアンケート結果と全国平均の肯定的な意見の割合で比較した。  
 
《図１》《図 2》は、一例として、須賀川市における「理科の勉強は大切だと思いますか」《図１》
と、真岡市の「理科の勉強で実験や観察をすることが好きですか」《図２》の 2つの設問について
のアンケート結果を全国平均と比較したグラフである。 

 

《図１》　理科の勉強は大切だと思いますか＜須賀川市＞

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

％

大切だと思う (今回のアンケート調
査）

大切だと思う （教育課程実施状況
調査）
大切だと思わない （今回のアン
ケート調査）
大切だと思わない （教育課程実
施状況調査）

注）   「わからない」、と回答した児童
     生徒と無回答であった児童生徒
     を省略したため、各学年の％を合
     計しても100％にはならない。

大切（須賀川）

大切（全国）

大切だと思わない（全国）

大切だと思わない（須賀川）

 

他の３市は、本文の図７～
図９を参照。 
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《図２》　理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか＜真岡市＞

50.0

70.0

80.0

90.0

100.0

％

0.0

10.0

20.0

30.0

.0

60.0

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

好き (今回のアンケート調査)

好き (教育課程実施状況調査)

好きではない (今回のアンケート
調査)

好きではない (育課程実施状況調
査)

好き（真岡）

好き（全国）

40

注）　無回答であった児童生徒を省略した
    ため、各学年の％を合計しても１００％
   にはならない。

好きではない（全国）

好きではない（真岡）

 
 
 

 
前項の(1)では、単純に今回のアンケート結果と全国平均を比較したものである。しかし、子ども
たちの理科に関する意識の向上には様々な要因が考えられ、この結果だけで科学館学習を受けるこ

とが児童生徒の理科に関する意識に影響を及ぼしていると、断定することはできない。 
そこで、科学館学習を受けることが、児童生徒の理科に関する意識に何らかの影響を与えている

のか調べるために、《表５》に示すように、児童生徒を「Ⓐ 理科の授業が分かる」と回答したグル

ープと「Ⓑ 理科の授業が分からない」と回答したグループに分けてから、ⒶとⒷのそれぞれのグ

ループで、更に「科学館学習がおもしろかった」、「おもしろくなかった」の回答で分け、この中で

「理科の勉強が好き」など、理科に関する意識で肯定的な意識を持つ児童生徒がどのくらい存在す

るのかを比較することとした。つまり、Ⓐ-１とⒶ-２の比較、Ⓑ-１とⒷ-２の比較を行い、それぞ

れⒶ-１とⒷ-１の方が多ければ、「理科の授業が分かる、分からない」に関係なく「科学館学習がお

もしろい」と「理科の勉強が好き」との間には相関関係があると推察できる。 

また、「科学館学習が分かった」、｢分からなかった｣についても、同様の方法で分析を行った。 

 
この結果、「理科の授業が分かる、分からない」に関係なく、「科学 」、「科

学館学習が分かった」と回答した児童生徒の方が、「おもしろくなかった」、「分からなかった」と回

他の３市は、本文の図 26、図

28、29 を参照。 

(2) 「科学館学習を受けること」と「児童生徒の理科に関する意識が高くなること」との間
には相関関係がある。特に、「科学館学習が分かった」と回答した児童生徒よりも「科学

 館学習はおもしろかった」と回答した児童生徒の方に、より強い相関がある。

館学習はおもしろかった
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答した児童生徒より、理科に関する意識が、4つの市の全設問において高くなっている。 
さらに、それぞれの設問で（《表１》の２問１～２問 11、２問６は除く）、「科学館学習はおもし

ろかった」と「おもしろくなかった」との差と、「科学館学習が分かった」と「分からなかった」と

の差を比較してみると、４市合計での40設問（１市当り10設問×４市＝40設問）中、33設問（82.5％）
で「科学館学習はおもしろかった」と「おもしろくなかった」の差の方が大きくなっている。この

ことから、「科学館学習が分かった」ことよりも「科学館学習はおもしろかった」ことの方が、児童

生徒の理科に関する意識との間により強い相関があると推察できる。 
  

生徒

 
《図３》は、京都市の一例として、児童生徒を「理科の授業が分かると回答した群、分からない

と回答した群」に分け、「科学館学習がおもしろかったかどうか」別に「実験や観察が好き」な児童

の割合を表示したグラフである。なお、その他は、本文の資料７を参照。 

図48　実験や観察が好きな児童生徒の割合〈京都市〉

93.2

40.0%

10 0%

75.3

48.3

20.0%

60.0%

77.8

80.0%

0.0%

0.

実験や観察が好き

科学館学習は 
おもしろかった群 
(n＝2,132) 

科学館学習は 
おもしろかった群 
(n＝725) 

おもしろく 
なかった群 
(n＝538) 

おもしろく 
なかった群 
(n＝449) 

理科の授業が分かる群 理科の授業が分からない群 

《図３》実験や観察が好きな児童生徒の割合〈京都市〉 

《表５》

科学館学習はおもしろかったか 理科の勉強が好きか

Ⓐ-１　おもしろかった 理科の勉強が好きの割合

Ⓐ-２　おもしろくなかった 理科の勉強が好きの割合

Ⓑ-１　おもしろかった 合

Ⓑ-２　おもしろくなかった 強が好きの割合

普段の「理科の授業が分かる、分からない」にかかわらず、「科学館学習がおも
しろかった」という意識と、「理科の勉強が好き」という意識との間に相関関係
があるかどうかを分析する場合の一例

理科の授業が分かるか

Ⓑ　分からない

Ⓐ　分かる
…

…

…

…

注）　Ⓐ-１、Ⓑ-１の方が、それぞれⒶ-２、Ⓑ-２よりも多ければ、相関関係があるといえる。

理科の勉強が好きの割

理科の勉
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出雲市では今回のアンケートを実施した時点で、科学館学習を受けていなかった小学校 5 年生が
多数存在した。出雲科学館は平成 14年 7月(４年生の時)に開館しており、この学年の児童は、平成
14年 9月に１回科学館学習を受けている。そして、５年生になった後の平成 15年 10月の今回のア
ンケートを実施した時点では、一部の児童がまだ５年生での科学館学習を受けていなかった。その

後、この一部の児童は平成 15年 12月と平成 16年 2月の 2回科学館学習を受けた。 
そこで、このような児童を対象にして、平成 16年 4月（６年生に進級後）に平成 15年 10月と
同じアンケートを行った。1 回目と 2 回目のアンケートの間の半年間にあった主な理科に関する行
事は 2 回の科学館学習であり、この２つのアンケートの結果を比較することで、科学館学習が児童
へ与える影響をより明確に推察できると考えられる。また、２回目のアンケートの実施が科学館学

習の直後でないことから、このアンケートの結果は個別の科学館学習の効果というよりは、科学館

学習を続けることによる意識の変化をより大きく表していると思われる。 
対象となった児童は８校 15 クラスの 442 人で、回答はすべての学校からあり、回答した児童数
451人（1回目のアンケートの回答者数 442人よりも多いのは、転校してきた児童や、何らかの

理由で回答していなかった児童がわずかながら含まれているためと思われる）であった。 

 
 

(3) 出雲市において、科学館学習を受ける前と受けた後のアンケート結果を比較したところ、
科学館学習を受ける前より受けた後の方が、理科に関する意識が高くなっていた。特に、

｢科学館学習はおもしろかった｣と回答した児童の方が、｢科学館学習が分かった｣と回答し

た児童よりも、理科に関する意識が高い。 

は

アンケートの結果を、５年生になってからの科学館学習を受ける前と後それぞれと全国平均を比

較し、その割合をグラフにすると《図４》のようになった。

《図４》科学館学習の前後で、理科に関して肯定的な意識を持つ児童の割合
　　　　〈出雲市〉
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の設問のうち８問で科学館学習を受ける前よりも受けた後の方が、意識が高くなっ

特に「理科の勉強で、実験や観察をすることが好きですか」の設問が、他の設問に比べよ

びていることは、科学館学習の中心が実験や

この結果、12
ている。

り高く伸 観察であることを鑑みると、科学館学習の効

果（学習と意識の因果関係）をより明確に示していると考えられる。 
 
 

科学館学習を受けた後のアンケートの結果を、設問毎に「科学館学 分 った」と回答

と「科学館学習はおもしろかった」と回答した児童を抽出し、その フにすると

《図５》のようになった。 
このグラフの結果だけで明確に ではないが、｢科学館学習が分かった｣と 児 より

も「科学館学習はおもしろかった」とした児童の方の意識が高くなる傾向がみてとれる。 
これは、前述の（２）で述べた「科学館学習が分かった」とする児童よりも「科学館学習はおも

しろかった」とした児童の方が、理科に関する意識との間に強い相関関係があるということと同様

の結果となった。 
このことから、科学館学習は理科の勉強を理解させることもさることながら、理科をおもしろく

感じさせて興味を持たせることも重要であると考えられる。 
 

また、 習が か

した児童 割合をグラ

言えるもの する 童

《図５》 科学館学習の後で、科学館学習が分かったか、おもしろかったかで分類％
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小５
小６

中１
中２

中３

男子

女子

15.4
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6.5
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-5.0
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10.0

15.0
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25.0
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ポイント

男子

女子

全国平均

今回の調査と全国平均との意識の差を男女別で比較してみると《表６》のように女子の方が男子

よりも、全国平均を上回る傾向が見られる。 
理科に関する意識について質問した11の設問（《表１》の２問１～２問11）について、全国平均

との差を具体的に見てみると、４市それぞれの学年数（須賀川市、真岡市、出雲市は小学校２学年、

学校３学年の計５学年、京都市は小学校２学年、中学校２学年の計４学年）に11(設問数)を掛け

た

いたのが72学年(59.5％)あった。 

52

（単位：延べ学年数）

を男女別の全国平均と比較し、肯定的な意見の割合が
全 平均に対して、より大きく上回っている性別の学年を数えた。また、全国平均よりも下回っている場合は、下回り方が少ない性別の学年を数えた。

中

延べ209学年のうち、女子の方が男子より全国平均との差が大きかったのは154学年(73.7％)であ

った。また、小中学校別に見てみると、小学校では82学年(93.2％)で女子の方が上回っており、中

学校では女子の方が上回って

小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計

全延べ学年数 22 33 55 22 33 55 22 22 44 22 33 55 88 121 209

女子の方が上回った延べ学年数 22 29 51 19 19 38 21 12 33 20 12 32 82 72 154

男子の方が上回った延べ学年数 0 4 4 3 13 16 1 9 10 2 20 22 6 46

男女が同じだった延べ学年数 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 3 3

注）　理科に関する意識について質問した11の設問で、学年毎に男女別の４市のアンケート結果

出雲市 計

国

真岡市須賀川市 京都市

６》　男女別でみた４市のアンケート結果と全国平均との比較《表

 

 
 《図６》は、須賀川市を例として、「理科の勉強は大切だと思う」児童生徒の割合の差を、男女別

に全国平均と比較したものである。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小５ 小６ 中１ 中２ 中３   
 
 
 

84.0(68.6) 83.8(61.7) 68.8(51.2) 65.2(51.3) 75.0(52.0) 女子 
82.2(75.7) 82.3(71.5) 74.7(65.2) 70.2(63.6) 73.4(62.2) 男子 

須賀川市(ｶｯｺ内は全国平均)の男女別割合（％） 

(4) 科学館学習を受けた後の理科に関する意識の変化は、女子の方が男子より全国平均との
差が大きく上回っており、より多くの女子が科学館学習の影響を受けていると考えられ

る。 

《図６》男女別で見た今回のアンケート結果と全国平均の差 
（理科の勉強は大切だと思う）《須賀川市》 

注）その他３市は、本文の図 52～55を参照。 
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具体的な数値で学

４．

科学館学習の効果について、これまではそれぞれの科学館等が独自に行った簡単なアンケートの

結果や科学館等の担当者の体験等により説明されていたが、今回の調査分析は、

校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒に及ぼす影響を分析したものである。（その他に

確認できた具体的な数値調査の事例はない）
  
この調査結果からは、 

(1) 科学館学習を受けている４市の児童生徒の理科に関する意識が全国平均を上回っていることが
確認された。 

(2) 「科学館学習を受ける」ことと、「理科に関する意識が高い」こととの間には相関関係があるこ
とが分かった。 

(3) 出雲市の例で科学館学習の前より後のほうが、理科に関する意識が高くなっていることが具体
的に確認された。 

(4) 男子に比べ、より多くの女子が科学館学習の影響を受けているという結果が得られた。 
 

(1)～(4)を総合して、 
❖ 調査を実施した４つの市では、学校教育と連携した科学館等での理科学習を受けることが児童

まとめ 

生徒の理科に関する意識の向上に積極的な影響を与えていると推察される。 
また、(2)、(3)の分析の中から、 

❖ 科学館学習においては「分かる」こともさることながら、「おもしろく感じる」ことも、児童生

徒の理科に関する情意面（｢理科が好き｣、「実験や観察が好き」等）での意識に与える影響が大き

いと推察される。 

のように、今まではっき

科学館学習の児童生徒への影響が具体的に示されたことにより、今後はより積極的に地域におけ

 
りと示されてこなかった こ

 ❖
る科学技術理解増進活動の中核を担う科学館等の機能の活用・強化を図っていく必要がある。 
 
現在、多くの科学館等が学校との連携を何らかの方法で行っているが、その内容は、来館した児

生徒に対する展示物の解説にとどまっていることが多い。このため、科学館等や学校に、積極的

連携を進めていくためのノウハウが十分に蓄積されているとは言えず、今回調査した 4 つの科学
等のようなモデル的な地域を設定して、様々なタイプの優良な具体例を集め、広く提示していく

童

な

館

必要があると思われる。その際、重要となることとしては、科学館等と学校が目的やニーズの相互

理解を図るためのコミュニケーションの強化(科学館等と学校を結ぶネットワークの構築)、科学館学
習の充実(学習内容や指導方法の確立)や教員研修による実験指導能力の向上(科学館学習で終わらず、
学校の授業での継続的な理科学習の実現)等が考えられる。
 
 なお、今回の調 の ３ 都 ケ 施 のいずれでも査は大都市 みならず つの中小 市でもアン ートを実 し、そ

科学館等と学校が ど 理 し る貴重な体験を提供しており、そ連携して子 もたちに 科のおも ろさに接す

の効果があることがデータにより確認することができた。 
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